
団
体
の
部

▽
鐚
巻
中
学
校
生
徒
会
執
行
部

功
績
…
同
校
生
徒
会
は
、
①
合
唱
②

応
援
③
さ
わ

や
か
④
ス
ポ

ー
ツ
⑤
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
│

の
五
大
文
化

の
向
上
を
目

指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で

「
合
唱
文
化
」

〔７〕平成18年３月１日・広報くずまき

功
績
…
町
主
催
「
風
と
恋
の
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
」
優
秀
賞
ほ
か
　
　

▽
川
戸
章
裕
（
江
刈
小
六
年
）
▽
木

戸
場
涼
太
（
江
刈
小
四
年
）

功
績
…
神
奈
川
県
湯
河
原
町
主
催

「
湯
河
原
文
学
賞
俳
句
の
部
」
優
秀
賞

▽
安
東
航
希
（
江
刈
小
二
年
）

功
績
…
新
潟
県
上
越
市
主
催
「
上
越

市
民
俳
句
大
会
」
選
者
賞
　

▽
鹿
糖
晟
人
（
江
刈
小
三
年
）
▽
茅

平
拓
弥
（
江
刈
小
二
年
）

功
績
…
前
沢
町
主
催
「
梧
逸
忌
第
十

六
回
全
国
俳
句
大
会
」
特
選
ほ
か

は
、
日
常
の
練
習
を
継
続
し
、
地
区
中

学
校
文
化
祭
、
町
内
連
合
音
楽
会
な
ど

で
素
晴
ら
し
い
合
唱
を
発
表
し
、
保
護

者
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
か
ら
絶
賛
さ

れ
ま
し
た
。

生
徒
会
執
行
部
は
、
練
習
の
計
画
、

指
導
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、
成
果
を

残
し
て
い
ま
す
。

▽
鐚
巻
小
学
校
▽
江
刈
小
学
校
▽
鐚

巻
中
学
校
　

功
績
…
町
主
催
「
風
と
恋
の
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
」
団
体
賞

心
一
つ
に
合
唱
に

取
り
組
む
鐚
巻
中

ひ�とり�
ごと筴�

町長の� 畜
産
大
賞
を
受
賞

（
社
）
鐚
巻
町
畜
産
開
発
公
社

自立への方策を
住民と意見交換
3月に新・行革プランを策定

「自立のための町づくり懇談会」は、１月23日から26

日まで町内６会場で開かれ、180人が参加しました。

町は、平成11年から進めてきた行政改革や厳しい町財

政の状況について説明した後、職員数や人件費の削減、

組織機構の見直し、民間委託の推進などを盛り込んだ平

成21年度までの「新・行政改革プラン」の試案を示して、

住民の意見を求めました。

参加者からは「職員を削減しても行政サービスを維持

できるのか」「事務事業などを見直し、やらなくてよい

ものはやめるべき」「自治会への補助金は削減されるの

か」など町の将来を心配する意見や質問が多く出されま

した。

今回の意見も踏まえ、さらに町行財政審議会の審議を

いただき、３月中に「当面自立」に向けた新しい行政改

革プランを策定する予定です。

懇談会では、昨年11月に策定した「協働のまちづくり

指針」の内容や具体的な取り組みについても説明し、住

民の理解や協力を求めました。

「
プ
ラ
ン
の
試
案
に
対
す
る
活
発

な
ご
意
見
を
」
と
あ
い
さ
つ
す
る

中
村
町
長
（
小
田
会
場
）

現
在
の
日
本
に
お
け
る
最
大
で
最
高
の

経
営
体
、
地
域
貢
献
を
し
て
い
る
組
織
、

最
先
端
の
研
究
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。
中
に
は
、
平

成
十
七
年
度
農
林
水
産
祭
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
受
賞
の
団
体
や
天
皇
杯
受
賞
の
個
人

が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
賞
の
本
命
候
補
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
公
社
の
地
域
畜
産
振
興
の

た
め
に
果
た
し
て
き
た
役
割
と
実
績
が
高

く
評
価
さ
れ
て
の
大
賞
受
賞
と
な
っ
た
。

会
場
に
は
北
上
山
系
開
発
に
携
わ
っ
た

方
々
、
農
林
省
の
職
員
と
し
て
関
わ
っ
た

方
々
も
多
数
出
席
し
て
お
り
、
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
喜
び
祝
福
し
て
い
た
だ
い

た
。創
業
者
高
橋
吟
太
郎
氏
や
歴
代
町
長
、

公
社
役
職
員
、
常
に
大
き
な
懐
で
見
守
り

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
議
会
議
員
各
位
、

利
用
し
な
が
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
た
多
く

の
町
民
、
今
回
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
岩

手
県
畜
産
会
、
岩
手
県
関

係
者
、県
内
畜
産
関
係
者
、

農
林
水
産
省
、
旧
農
用
地

開
発
公
団
、
直
接
経
営
の

指
導
を
い
た
だ
い
た
武
田

裕
、
畠
山
章
一
両
専
務
理

事
な
ど
小
岩
井
農
場
各

位
、
多
く
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
「
大
賞
」

の
名
に
恥
じ
な
い
経
営
と

地
域
の
畜
産
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。


